










研究目的 

近年の胎児医学の発展と胎児診断技術の革新に支えられて,産科診療ではヒト胎児を医療

の独立した対象として位置づけ管理していくことが現実のものとなっている。このことは,

従来分娩を境に産科と小児科に人為的に区分されて管理されてきた胎児と新生児を,胎児

から新生児に至るヒト発達過程の連続した生命現象としてとらえ一貫して管理・治療を行

うという周産期医学・医療の概念を確立させた。 

このような周産期医療は実践をとおして多くの胎児・新生児の救命を可能としたが,社会的

効果という視点からみると未だ多くの問題が残されている。その中の重要な一つが地域で

の周産期医療のシステム化の問題である。周産期医療は,1)母と子の二つの生命を取り扱

い,2)他の診療科に比べ保健医学的性格の極めて強い分野である,という特徴がある。この

ことは,特別な異常の自覚を持たぬまま妊娠・分娩を経験していく母体・胎児・新生児の中

から,数%の頻度で発生する異常を予測し対処しなければならないことを意味し,かつ予測

できない不測の事態に対しては母児への救命救急的医療が要求される。 

本研究班では,以上のような周産期医療の特徴を踏まえ,かつ周産期医学の発展に対応した,

近未来のわが国での母性・胎児医療システムのあり方を明確にしていくために,システム構

築の上で基本となる 1.患者の搬送,2.医療情報の伝送,3.地域での医療システム設計の三

つの観点より調査および研究を行った。 


